
為替週間展望＝ドル円は高値圏でのもみ合いが継続か

　　　　　　　　　　［６月２９日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    6 月 22 日～ 6 月 26 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  161.22   161.95(25)    161.08(22)    161.71   +0.41

ユーロ・ドル  1.1473   1.1478(22)    1.1325(24)    1.1374   -0.0097

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    69,360.88    -1889.18     日本10年債利回り   2.617   -0.039

ダウ平均株価    51,920.62     +355.92     米10年債利回り     4.392   -0.061

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

２９日　日本５月小売業販売額

３０日　日本５月雇用統計、日本５月有効求人倍率

　　　　日本５月鉱工業生産指数速報値

　　　　中国６月製造業ＰＭＩ

　　　　英第１四半期ＧＤＰ確報値

　　　　スイス６月ＫＯＦ先行指数

　　　　独６月雇用統計、独６月消費者物価指数速報値

　　　　カナダ４月ＧＤＰ

　　　　米４月住宅価格指数、米４月Ｓ＆Ｐケースシラー住宅価格指数

　　　　米６月シカゴ購買部協会景気指数

　　　　米６月消費者信頼感指数

　　　　米５月雇用動態調査（ＪＯＬＴＳ）求人件数

１日　　日銀短観（６月調査）

　　　　豪５月住宅建設許可件数

　　　　中国レイティングドッグ製造業ＰＭＩ

　　　　スイス５月小売売上高

　　　　独６月製造業ＰＭＩ確報値

　　　　ユーロ圏６月製造業ＰＭＩ確報値

　　　　英６月製造業ＰＭＩ確報値

　　　　ユーロ圏６月消費者物価指数速報値

　　　　米６月ＡＤＰ雇用統計

　　　　米６月製造業ＰＭＩ確報値

　　　　米６月ＩＳＭ製造業景況指数、米５月建設支出

　　　　※ＥＣＢフォーラムのパネル討論会

　　　　ウォーシュＦＲＢ議長、ラガルドＥＣＢ総裁らが参加

２日　　豪５月貿易収支

　　　　スイス６月消費者物価指数

　　　　ユーロ圏５月雇用統計

　　　　米６月雇用統計、米新規失業保険申請件数

　　　　米５月製造業受注

３日　　独６月サービス業ＰＭＩ確報値

　　　　ユーロ圏６月サービス業ＰＭＩ確報値

　　　　英６月サービス業ＰＭＩ確報値

　　　　※米国市場は休場（独立記念日の振替休日）

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】ＦＯＭＣのタカ派的な姿勢を受けてドルの堅調な地合いが続く中、

ドル円は緩やかに上値を試す展開が見込まれる。介入警戒感が上昇ペースを鈍化させる
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可能性はあるものの、ドル買い主導の状況下では政府・日銀による為替介入の効果が限

定的となり、十分な成果を上げにくいとみられる。そのため、ドル円は堅調な地合いを

維持する見通しとした。

　　　　

【ＦＲＢのタカ派姿勢がドル買いにつながっている】

　６月１６～１７日の米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）では、政策金利自体は想定通

りに据え置きだったものの、ＦＯＭＣ委員の金利見通し（ドットチャート）によると、

１８人中、半数の９人が年末までに１回以上の利上げを予想する結果となった。

　　

　また、経済見通し（ＳＥＰ）でもインフレ見通しが大幅に上方修正され、２０２６年

末時点の個人消費支出（ＰＣＥ）物価指数は３．６％（３月時点２．７％）、ＰＣＥコ

ア物価指数は３．３％（同２．７％）へと引き上げられた。総じて６月のＦＯＭＣは市

場の想定以上にタカ派的な内容となり、ＦＲＢによる利上げ継続への期待がドル買いを

誘っている。

　　

　２５日には多くの米主要経済指標が発表された。５月の米個人消費支出（ＰＣＥ）デ

フレーター（価格指数）は前年比＋４．１％、コア指数は前年比＋３．４％となり、い

ずれも市場予想に一致したものの、前月からは伸びが加速する結果となった。また、米

第１四半期実質ＧＤＰ確報値は前期比年率＋２．１％と市場予想（＋１．６％）を上回

った。一方で、ＧＤＰの約７割を占める個人消費が＋０．５％にとどまり、市場予想

（＋１．４％）を大きく下回るなど、強弱入り混じる内容となった。

　　

　個人消費の下振れが警戒され、米１０年債利回りが４．４１％近辺から４．３９％付

近まで低下すると、為替市場は一時ドル売りに傾いた。ドル円は一連の指標発表前に１

６１．９０円台まで上昇していたものの、指標発表後は１６１．５０円台まで軟化。し

かし、その後は再び１６１．８０円台まで買い戻されるなど、底堅い動きを見せてい

る。

　　

【米雇用統計など米経済指標に注目】

　２日の米６月雇用統計を筆頭に、今週は注目度の高い経済指標の発表が相次ぐ。具体

的には、６月３０日の米５月雇用動態調査（ＪＯＬＴＳ）求人件数を皮切りに、７月１

日には米６月ＡＤＰ雇用統計と米６月ＩＳＭ製造業景況指数、そして２日には米６月雇

用統計の発表が控える。なお、独立記念日の振替休日の影響により、今回の雇用統計は

金曜日ではなく２日（木）に前倒しで発表される。

　　

　主な経済指標の事前予想と前回値は次の通り。６月３０日の米５月雇用動態調査（Ｊ

ＯＬＴＳ）求人件数は７２７．５万人（前回７６１．８万人）、７月１日の米６月ＡＤ

Ｐ雇用統計が１１．８万人増（前回１２．２万人増）、米６月ＩＳＭ製造業景況指数が

５３．８（前回５４．０）。そして２日の米６月雇用統計は、非農業部門雇用者数が１

１．５万人増（前回１７．２万人増）、失業率は４．３％（前回４．３％）の見通しと

なっている。全体として米労働市場の軟化を示す予想が並んでいる。

　　

　米経済指標は強弱入り混じる展開が続いているものの、今週の米雇用統計をはじめと

する一連の指標は総じて底堅い内容となり、米経済の堅調さを改めて示すとみられる。

事前の想定通り底堅さが確認されれば、ドル買いを後押しする材料となりそうだ。

　　

　ドル円は６月２５日、２０２４年７月３日につけた高値１６１．９５円に面合わせし

た。同水準近辺では為替介入への警戒感から上値が抑えられているものの、ドルの堅調

な地合いは維持される見通し。ドル買い主導の上昇局面においては介入効果も限定的に

とどまりやすいため、ドル円は底堅さを保ちつつ高値圏でのもみ合いで推移することと

なりそうだ。目先の予想レンジは１５９．００～１６３．００円。

　　

　６月２９日の週に予定される日米の経済指標やイベントには、２９日の日本５月小売

業販売額、３０日の日本５月雇用統計、日本５月有効求人倍率、日本５月鉱工業生産指

数速報値、米４月住宅価格指数、米４月Ｓ＆Ｐケースシラー住宅価格指数、米６月シカ

ゴ購買部協会景気指数、米６月消費者信頼感指数、米５月雇用動態調査（ＪＯＬＴＳ）

求人件数、１日の日銀短観（６月調査）、米６月ＡＤＰ雇用統計、米６月製造業ＰＭＩ

確報値、米６月ＩＳＭ製造業景況指数、米５月建設支出、２日の米６月雇用統計、米新

規失業保険申請件数、米５月製造業受注、３日の米国市場は休場（独立記念日の振替休



日）などがある。

　　

【ユーロドルはさらに下値を探る展開か】

　６月２３日発表の欧州の６月購買担当者景気指数（ＰＭＩ）速報値は、おおむね市場

予想を下回る弱い結果となった。ドイツの製造業ＰＭＩは５０．０（予想５０．２）、

サービス業ＰＭＩは４６．８（予想４９．０）と、いずれも市場予想を下回った。ユー

ロ圏ではサービス業ＰＭＩが４８．９（予想４８．６）と予想を上回ったものの、製造

業ＰＭＩは５１．３（予想５１．６）と下振れた。

　　

　６月ＦＯＭＣでのタカ派姿勢への転換を背景にドル高地合いが続く中、こうしたユー

ロ圏経済の減速懸念がユーロ安ドル高の流れを加速させており、ユーロドルは下落基調

で推移している。足元では節目の１．１４００ドルを割り込んでおり、下向きで推移す

る５日移動平均線に上値を抑えられながら、さらに下値を探る展開となりそうだ。目先

の予想レンジは１．１２００～１．１５００ドル。

　　

　２２日に英国ではスターマー首相が辞任を表明した。後継候補としてはバーナム氏が

有力視されている。こうした中でポンドドルは１．３２７０台まで上昇した。２３日に

は６月のＰＭＩが発表となり、製造業ＰＭＩは５３．１となり、市場予想の５３．５を

下回った。サービス業ＰＭＩは４８．７となり、市場予想の５０．１を下回るととも

に、好不況の境目とされる５０を割り込んだ。

　　

　こうした中、ポンドドルは軟調な動きを見せている。さらにドルの堅調な動きも加わ

り、２４日には１．３１３０台まで下落している。ポンドドルの下落ペースは鈍化して

いるものの、５日移動平均線に上値を抑えられており、引き続き軟調な推移が見込まれ

る。目先の予想レンジは１．３０００～１．３４００ドル。

　　

　今後の日米以外の経済指標やイベントとしては、３０日の英第１四半期ＧＤＰ確報

値、スイス６月ＫＯＦ先行指数、独６月雇用統計、独６月消費者物価指数速報値、カナ

ダ４月ＧＤＰ、１日の豪５月住宅建設許可件数、中国レイティングドッグ製造業ＰＭ

Ｉ、スイス５月小売売上高、独６月製造業ＰＭＩ確報値、ユーロ圏６月製造業ＰＭＩ確

報値、英６月製造業ＰＭＩ確報値、ユーロ圏６月消費者物価指数速報値、２日ＮＯ豪５

月貿易収支、スイス６月消費者物価指数、ユーロ圏５月雇用統計、３日の独６月サービ

ス業ＰＭＩ確報値、ユーロ圏６月サービス業ＰＭＩ確報値、英６月サービス業ＰＭＩ確

報値などが予定されている。
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